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知立市長  本多 正幸 殿 

 

 
知立市まちづくり委員会環境部会は、本年度において次のとおり市政に関する提言を取

りまとめましたので、ご検討のうえ採択されますようお願いします。 
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高木 千恵子 

高須 且典 

委  員  池田 豊志夫 

磯谷 吉輝 

伊東 肇 

稲垣 達雄 

小笠原 宏 

兼子 しづ江 

神谷 博昭 

鬼頭 千代子 

久世 泰男 

関  眞澄 

塚本 訓弘 

濱島 充幸 
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１．提言書の提出に当たって 
 

 当部会では、環境問題をどこから取り上げていくことが良いのかを議論していくなか

で、手始めに「目に見える変化」を探るのが良いということから、最近問題視されつつ

ある駅前広場を取り上げることとしました。 

知立市の玄関口でもあり顔である知立駅前広場の環境整備を行い、知立市民をはじめ

知立市を訪れる人々を快くお迎えすることができるようにしなければなりません。 

 この提言を、知立市が誇りを持って外に向かって環境宣言できる「まちづくり」、市

民による「まちづくり」の第一歩と位置づけたいと思います。 

 

 

２．活動の経過について 
 

「知立市まちづくり委員会会則」第４条並びに第８条及び「知立市まちづくり委員会

設置要綱」第１０条に基づき設置された環境部会が検討する課題は大別すると次のとお

りとなります。 

 １ 水質 

 ２ 大気 

 ３ 騒音 

 ４ 振動 

 ５ 悪臭 

 ６ 地盤沈下 

 ７ 土壌汚染 

今回、後述のとおり駅前広場を取り上げましたが、今後は環境に対する市民の理解

を一層高め、環境を汚さない、ゴミの収集体制や環境保全を意識した「まちづくり」

を進めていきます。さらに「不法投棄防止策や美化活動の強化」「環境に対する意識

改革の強化」についても議論を進めていく予定としています。 

 

平成１８年５月１７日 第１回委員会 市長から委員の委嘱を受け委員長松尾、副委員

長、高須、高木、小澤、各委員に決定。 

                  部会グループ分け 

                  １ 地域づくり、まちづくり計画案の策定 

                  ２ 環境 

                  ３ 防災、防犯、安全 

                  環境部会長選出：小澤委員に決定  

平成１８年６月 ７日 第２回委員会 環境部会において「テーマ」の絞込み討議 
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平成１８年６月２４日 第３回委員会 市の環境課職員に出席を依頼し環境基本条例

策定についての説明と環境部会のテーマとの

融合性を考える。テーマの優先順位を検討。 

平成１８年７月１２日 第４回委員会 市の環境課より山岡課長、小林課長補佐が出席

され環境基本条例制定及び環境基本計画策定

についての説明を受けました。部会では、環境

に関するテーマが検討されましたが知立駅前

広場整備を優先すべきとの意見が多く、まず現

地の観察を７月１５日に行う事に決定しまし

た。 

平成１８年７月１５日        知立駅前広場に集合、午後６時―８時まで「ム

クドリ」の行動を観察。噴水の水の浄化につい

ても検討することとなった。 

平成１８年７月２２日 第５回委員会 環境部会テーマを「知立駅前広場整備」に決定。 

平成１８年８月 ８日        「ムクドリ」の撃退にネット張りで成功してい

る豊橋市へ行き、現状を確認してきた。 

平成１８年８月 ９日 第６回委員会 市の都市計画課より鈴木課長が出席され知立

駅前広場の設備、管理及び駅周辺の都市計画道

路の現状説明を受け、質疑応答。 

平成１８年８月２６日 第７回委員会 提言書提出に当たり素案検討。 

平成１８年９月１３日 第８回委員会 「知立駅前広場整備」提言書、環境部会におい

て承認。知立市まちづくり委員会に提出承認。 

 

 

３．『提言内容』について 
 

１．「知立駅前広場の環境整備」を取りあげる理由 

知立駅前広場を知立市の顔の－部として捉え、『駅』が新しい文明が届く窓口であり

地域の文化や伝統を発信する窓口であることから、駅前広場のあり様が問われると言っ

て過言ではありません。 

『駅』は「帰っていく場所」でありまた多様な人が訪れる場所であります。『駅、駅

前広場』は「まちづくり」の序章であるといえましょう。 

この基本的な考えを踏まえ、知立駅前広場の環境の現状を見るにつけ惨憺たる思いが

します。「ムクドリ」が群がるケヤキの木の下の地面は糞で白く汚れ、悪臭を放し、鳥

の鳴く声は車の騒音をも掻き消すほどです。かたや噴水の水は透明度ゼロに近くドブと

化し蚊の発生の温床ともなりかねない状態です。まず知立市の顔であり玄関口である

『知立駅前広場』の環境改善が急務であると思います。参考に知立駅前広場の現状写真

を添付いたします。 
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２．「知立駅前広場の環境整備」にかかる個別提言 

 １ 駅前に安らぎを与えている「ケヤキ」を守り、広場の環境を守るため「ム 

クドリ」の引越しを促すネットを張る。 

  ２ 噴水の機能回復及び噴水内の水の浄化をするため、浄化装置の設置をする。 

  ３ 駅前の景観を阻害している観光案内板の移設、あるいは撤去又は景観を美しく

するため間伐材等を利用する。 

  ４ ゴミ箱、タバコの灰皿受けを撤去する。 

  ５ 知立駅前全地域を禁煙とする。 

  ６ 「知立市空き缶等散乱防止条例」施行の立看板を設置、併せて不法投棄をする 

    と処罰を受ける旨併記する。 

  ７ 環境フェスティバルを開催し、市民が環境の大切さを認識する機会をつくる。 

               

                知立市まちづくり委員会 環境部会 

部会長 小澤 正 

委 員 池田 豊志夫 

磯谷 吉輝 

稲垣 達雄 

小笠原 宏 

神谷 博昭 

関  眞澄 
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